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― Based on the opinions of transition teachers in high school divisions of 
special needs education with intellectual disabilities ―
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Abstract: The purpose of this study is to investigate the opinions that transition teachers 
in upper second education division of special school which are requested to themselves on 
the knowledge and skills needed for transition from school to work.　The questionnaires 
were sent to 574 upper second education divisions of special schools.　As the result of 
statistic analyze, the four domains about the knowledge and skills needed for transition.  
They were “Needs Assessment”, “Coordination” “Job-Coaching” and “Job skills analysis”.
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１．問題の所在

（１）新たな進路指導
　特別支援学校高等部の進路指導は，「盲学校，聾学校，
養護学校の高等部における職業教育の在り方について
（1996）」が報告されてから，生徒の職業的な自立を推
進するために，新たな職域の開拓，専門的な職業能力
の育成，職業教育の多様化，企業等との連携強化，総
合的・体系的な取り組みの推進が求められることと
なった（八幡，2009）。この進路指導の充実のためには，
①望ましい職業観，勤労観の育成，②校内進路指導体
制の確立，③企業との連携・協力体制の整備，④情報
提供の整備が必要であることが示された（文部省，
1996）。
　また，2007年の特別支援教育の施行により，①個別
移行支援計画を考慮した個別の教育支援計画の策定，

②関係機関との連携キーパーソンとなる特別支援教育
コーディネーターの指名，③都道府県内の各部署が円
滑な連携を行うための「広域特別支援連絡協議会」等
が設置されることとなり，生徒のニーズに応じて，教
育，医療，福祉，労働，行政などの関係領域の支援機
関と連携した包括的な一貫した支援の実施が求められ
るようになった。
　これらの動向は，特別支援学校（知的障害）の進路
指導を，実習的活動中心の「伝統的な進路指導」から
進路学習やネットワーク支援などの生徒の主体性形成
と環境整備中心の「新たな進路指導」へ（近江・内海・
鎌田・佐藤2007）と転換させた。この「新たな進路指
導」は，具体的に①移行期の地域生活への移行を支援
すること，②進路学習等による生徒の主体性を形成す
ること，③地域生活への移行を個別移行支援計画の活
用により支援すること，そして④関係機関が地域ネッ
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トワークを組織し支援すること，の４点において「伝
統的な進路指導」とその特質や観点及び内容が異なる
（内海，2004）。内海（2004）は，特別支援学校におけ
る進路指導の歴史的な検討から，課題や転換の方向性
を明確にすることや，確かな実践論を構築することが
当面の課題としている。
（２）「新たな職域」開拓
　特別支援学校（知的障害）では，生徒の就職率の減
少・低迷や本人の主体的な進路選択を実現するために
「新たな職域」開拓が課題とされている（清水・内海・
鈴木，2005）。「新たな職域」とは，これまでの第一次
産業や第二次産業などの製造業ではなく，第三次産業
であるサービス業を中心として開拓されている。この
「新たな職域」は，介護業務，保育士業務，事務業務，
販売接客など様々な実践が報告されており，これらの
職場開拓には，本人主体の視点や知的障害者に対する
新たな障害観など，発想の転換と地域産業と密着した
組織的開拓が必要であることが指摘されている（清水
ら，2005）。
　知的障害者の雇用は「障害者の雇用の促進等に関す
る法律」により，一般企業に対して一定水準の雇用が
義務化され，特例子会社認定の基準緩和など，施策が
大きく変容しようとしている。こうした流れからも清水
ら（2005）は「新たな職域」開拓の可能性を示唆して
いる。
　こうした「新たな職域」の開拓と同時に，知的障害
のある者の就労支援としてその効果と有効性が期待さ
れているのが，職場適応援助者（以下，ジョブコーチ
とする）の支援を用いた就労支援の実施である。ジョ
ブコーチを用いた職場実習や職場定着支援を実施する
ことにより，より質の高い就労支援の実施が可能とな
る（小川，2006）。
　特別支援学校に在籍する生徒の就労支援において
も，ジョブコーチによる支援を導入している事例（渡辺，
2006）が報告されており，その効果が期待されている。
しかし，特別支援学校に在籍する生徒の就労支援に
ジョブコーチを派遣するこうした事業の取り組みは地
域によって異なっており，多くのジョブコーチを派遣
する事業は，特別支援学校に在籍する生徒の就労支援
をその事業の対象としていない。こうした現状に対応
するために，特別支援学校教員がジョブコーチ研修を
受講し，ジョブコーチ的支援を行っている取り組みを
実施することにより，より効果的な就労支援を実現し
ている事例（高畑，2005）が報告されている。こうし
た取り組みに対し，小塩（2005）は，進路指導担当教
員がジョブコーチ的支援を現場実習で行うことで，少
ない実習先から効率の良い雇用先の開拓や職場定着率

の向上や重度の知的障害のある生徒への効果的な指導
など，その効果に期待している。
（３）キャリア教育と就労支援
　「新たな進路指導」では，生徒の主体性の形成が重
要な１つの要素となっている。生徒が主体性を持って
社会参加と自己実現を達成するためは，それぞれの生
徒の発達段階に応じた勤労観・職業観の育成が重要で
ある。この勤労観・職業観は，①人間関係形成能力，
②情報活用能力，③将来設計能力，④意思決定能力。以
上の４つの能力が柱となり，これらの能力は生徒が個々
のキャリアを形成するために求められる能力である。
　特別支援学校ではこれらの能力を獲得するために，
小学部から高等部まで系統的なキャリア教育の実践が
求められている。特に高等部では，卒業後の社会人と
しての生活基盤の形成と職業人としての意識態度を確
立させるための仕上げ段階であり，生徒がこれらキャ
リア形成の４つの能力を最大限に活用できるように，
生徒の現状の把握と課題を適切に理解した上で指導す
ることが求められる。つまり，特別支援学校の教員に
は，児童・生徒のそれぞれの発達段階に応じて，日々
の学習環境，校内環境の中に，キャリア教育で求めら
れている４つの能力を高めるための工夫を行うことが
求められる。
　この４つの能力をより効果的に高めるためには，日
頃から児童・生徒の実態や変化などについて観察し，
４つの能力の「育ちの芽」を見逃さないことが重要で
ある。特別支援学校の教員には，これまでも行ってい
る児童・生徒の実態把握の中にキャリア教育で求めら
れる４つの能力を育む視点を盛り込むことが求められ
ている。
　高等部におけるキャリア教育は，小学部から積み上
げてきたキャリア教育の集大成となる仕上げの期間で
あり，高等部卒業後に社会的自立及び職業的自立を目
指すために，より具体的に自己の勤労観及び職業観を
持つことが求められる。よって，進路指導担当教員は，
高等部に在籍する個々の生徒のキャリア発達の段階を
考慮しながら，就労支援を実施していくことが求めら
れる。
（４）進路指導担当教員に求められる専門性
　木村（2006）は，知的障害教育に携わる教員に必要
な専門性を，「①適切なアセスメントや観察力，『障害』
から生徒を捉えない見方などの生徒の理解」，「② ICF
の理解などの『知的障害』に対する知識・理解」，「③生
徒に応じた適切な目標選定と指導の実現，豊富な実践
と反省的検討ができる教育実践力」，「④生徒の立場に
立った発想など学習活動における共感的対応」，「⑤同
僚や関係者などの校内での協働・多方面における人脈
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づくり」，「⑥保護者の心情理解や説明責任など保護者
との連携・協力」，「⑦教員自身の学ぶ姿勢や知的好奇
心など研修への意欲・向上心」とに整理している。し
かし，知的障害のある生徒の就労を中心になって支援
する特別支援学校高等部の進路指導担当教員には，こ
れらの専門性を基礎として，「新たな職域」の開拓，
関係機関や企業などの地域産業との連携の強化，卒業
後の生徒へのアフターフォローが求められている。知名
（2008）の調査では，進路指導担当教員の業務とその
役割は，①進路指導に関わる情報分析・査定・判断な
どのアセスメント，②校内や保護者などへの広報・連
絡，③個別移行支援計画諸の作成などの支援チームの
仲介，④生徒の実習先への職場適応支援（以下ジョブ
コーチ的支援）や職場開拓，⑤就労支援への積極的な
主導的調整の５つの業務・役割に分類されることが明
らかにされている。これらの業務・役割は，従来の特
別支援教育職としての役割・業務に加え職業リハビリ
テーション従事者としての役割・業務が求められてい
る（知名，2008）。
　特別支援学校における進路指導担当教員は，校務分
掌などによって指名されることが多く，特別支援学校
高等部に配属され，かつ進路指導部という校務分掌の
役職を担うことで初めて就労支援に携わる教員も多
い。特別支援学校教諭の養成機関である高等教育機関
では，進路指導や就労支援などの職業リハビリテー
ション領域に関連する学習機会は十分に保障されてい
るとはいえない（藤井，2011）。よって，多くの進路
指導担当教員は，教育職について就いた後，特別支援
学校高等部に配属されて初めてこれらの領域について
学習することとなる。各自治体や特別支援学校による
独自の進路指導教員の専門性の獲得を目的とした研修
や自主研鑽の為の支援なども報告されているが，組織
的，戦略的な進路指導教員養成システムの構築までは
至っておらず，喫緊の課題として指摘されている（藤井，
2011）。
　藤井・落合（2011）は，特別支援学校の就労支援に
おいて主要な連携機関となっている障害者就業・生活
支援センターの職員を対象に，特別支援学校との連携
を阻害する要因について明らかにしている。この調査
では，特別支援学校の教員の就労支援に関する法制度
や各関係機関の役割などに関する知識・理解不足が連
携阻害要因の１つとなっていることが指摘されてい
る。また，職業リハビリテーション従事者のジョブコー
チ研修を受講したことのある進路指導担当教員は，就
労支援に関する内容の研修経験のない進路指導担当教
員と比較して，連携における困難感が低いことが明ら
かにされている（藤井，査読中）。つまり，進路指導

担当教員が，就労支援において求められている専門性
を獲得することによって，より困難感が低い，質の高
い就労支援を実現させることが可能にすることが期待
される。
（５）専門性とコンピテンシー
　教員の専門性とは，その教員の関連する役職に求め
られる業務や役割を遂行する能力である。業務や役割
を遂行するために求められる能力は，単なる生徒指導
や授業遂行スキルや知識と関連しているだけでなく，
態度や価値観，個人の深い人格に根差したものと複雑
に関連している（後藤，2009）。この業務や役割遂行
に求められる能力は，コンピテンシーとして概念化さ
れている。コンピテンシーとは，個人の人格を形成す
る動因や身体的特徴などの特性を中核とし，個人の役
割や使命などに対する態度や価値観などの自己概念，
業務や役割遂行に必要な知識・スキルによって構成さ
れる（Spencer & Spencer, 2001）。このコンピテンシー
は，中核的要素である個人の動因や特性ほど開発が難
しく，表層的要素である知識・スキルになるほど開発
が容易になる（Spencer & Spencer, 2001）。
　 米 国 で は，Defer & Taymans（1995），Knott & 
Asselin（1999），Blanchett（2001）よって，障害の
ある生徒に対して，学校から職場への移行支援を行う
教員に求められるコンピテンシーに関する調査が行わ
れている。その中でもDefer & Taymans（1995）は，
これらの教員に最も求められるコンピテンシーは，連
携する関係者との効果的なコミュニケーションを行う
能力であるとしている。また，教員に求められるコン
ピテンシー領域として，①組織及びシステム変革の知
識，②生徒への個別の支援計画の作成及び管理，③連
携者との協働，④職業能力評価及び職場開拓，⑤専門
性倫理の保有，⑥職業訓練及び支援，⑦生徒の職業能
力に特化しない全般的なアセスメントの７つの領域に
よって構成されることを明らかにしている。
　国内で，これまでに明らかにされている進路指導担
当教員に求められる専門性は，その役割や業務につい
て着目しており（知名，2008），役割・業務を遂行す
るためのコンピテンシーである知識・スキルを明らか
にするには至っていない。しかし，知名（2008）が明
らかにしている進路指導担当教員の役割・業務の内容
を考慮すると，進路指導担当教員に求められているコ
ンピテンシーの領域は，①進路指導に関わる領域のア
セスメント，②関係者とのコミュニケーション，③個別
の移行支援計画の作成，④実習指導や職場開拓，⑤積極
的なイニシアチブの発揮によって構成されていると考
えられる。
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２．研究の目的

　進路指導における支援の質を保障するためには，進
路指導教員の専門性を獲得させ向上させる研修システ
ムの確立が重要な課題となる。この研修システムを確
立させるためには，専門性として求められている業務
や役割だけでなく，それらを支える知識やスキルにつ
いて明らかにする必要がある。また，知識・スキルは
表層的コンピテンシーに過ぎず，優れた成果を生む人
材を養成するためには，知識・スキルを支える専門職
として望ましい自己認識や態度，望ましい価値観を明
らかにする必要がある。本研究では，進路指導担当教
員に求められるコンピテンシーのうち，表層的要素で
ある知識・スキルに着目し，就労支援の際に進路指導
担当教員が求められる知識・スキルについて明らかに
する。また，本研究は進路指導担当教員に求められる
知識・スキルとそれらに対する意識に，回答者の就労
支援に関する専門性の１つであるジョブコーチの研修
の受講経験が影響しているのかを検証する。

３．方　法

（１）調査方法及び対象者
　本調査は，無記名回答による自記式質問紙調査を郵
送法にて実施した。全国の特別支援学校（知的障害，
知的障害・肢体不自由併設，知的障害・病弱併設，総
合含む）高等部574校の高等部進路指導担当教員各校
２名の計1,148名を対象に回答を依頼した。調査実施
期間は，2008年８月22日から2008年９月24日であった。
（２）調査内容
　「進路指導担当教員に求められる知識及びスキル」
は，高畑（2005），小塩（2005），知名（2008），田中・
八重田（2006）の進路指導担当教員に求められる業務・
役割及び知識・スキルに関する報告をもとに，生徒の
職業能力評価に関する知識・スキル，生徒の現場実習
時におけるジョブコーチ的支援介入の方法，生徒の就
職先及び実習先の開拓など職場開拓に関する内容，生
徒の就労支援を協働して支援する校内の教員，保護者，
校外の関係機関の職員などとの円滑な対人関係の構築
に関する計22項目を設問した。
（３）分析方法
　本調査の結果を，特別支援学校高等部進路指導担当
教員に求められる能力・スキルを明らかにするため
に，探索的因子分析（重み付けのない最小２乗法，プ
ロマックス回転）を実施した。抽出された因子をもと
に，回答者のこれまでの研修経験とその内容によって，
就労移行支援に関する研修経験無群，就労移行支援に

関する研修経験有群，ジョブコーチに関する研修経験
有群の３群に分類し，抽出された因子と研修経験条件
による対応のある２要因の分散分析を実施する。また，
研修経験による効果が，回答者の教職務経験年数や進
路指導担当年数によって影響されていないことを確認
するために，判別分析を用いて，研修経験と教員職務
経験年数及び進路指導担当年数との関連を検証する。

４．結　果

（１）回答者属性
　本調査の結果，調査依頼校574校のうち311校（54.1％）
から回答があり，回答依頼者1,148名のうち462名
（40.2％）から回答を得て，有効回答数は341名（27.1％）
であった。回答者の平均教員勤務年数は15.06年（SD＝
7.50），進路指導担当教員経験年数は3.80年（SD＝6.38）
であった。回答者を，就労移行支援に関する研修経験
の有無及び研修内容によって３群に分類した結果，就
労移行支援に関する研修経験のない教員（以下，研修
経験無群とする）135名，就労移行支援に関する研修
経験のある教員（以下，研修経験有群）135名，ジョ
ブコーチに関する研修経験のある教員（以下 JC研修
経験有群とする）は，71名であった。
（２） 研修経験と教員経験年数及び進路指導担当年数

の関連
　進路指導担当教員のこれまでの研修経験とその研修
内容と教員の教職務経験年数及び進路指導担当年数と
の関連を検証した。その結果，χ2（1）＝1.61，p＝.205
で有意差は確認されず，判別指数も40.5％と低い判別
であった。教職務経験年数と進路指導担当年数によっ
て，ジョブコーチ研修経験の有無が左右されないこと
が明らかになった。つまり研修経験による主効果に対
する，回答者の教職務経験年数及び進路指導担当年数
による有意な影響は確認されなかった。
（３）進路指導担当教員に求められる知識・スキル
　本調査にて得た回答を，探索的因子分析（一般化さ
れた最小２乗法，プロマックス回転）を行った。因子
負荷量が0.40に未満の項目，２因子に高い因子負荷量
を示した５項目を削除した。結果，３因子が抽出され
た（Table 1）。
　抽出された第１因子は，「校内の教員と円滑な関係
を築くスキル」「保護者と円滑な関係を築くスキル」，
「学校内と関係機関が，円滑に連携できるよういにコー
ディネートするスキル」「生徒の状況変化に対して，
臨機応変に対応できる能力」などの10項目が高い因子
負荷量を示す因子であった。これらは，関係機関や保
護者や企業など連携する相手との良好な関係を継続し



― 123 ―

特別支援学校（知的障害）高等部進路指導担当教員に求められる知識・スキル
― 高等部進路指導担当教員への調査から ―

た上で交渉する能力や生徒を支援する能力であり，関
係形成調整知識・スキルである。よってこの因子を「関
係形成調整スキル（α＝.942）」と命名する。
　第２因子は，「現場実習先において，職務分析をで
きるスキル」，「現場実習先において，ナチュラルサポー
トを形成できるスキル」，「現場実習先の業務を，生徒
の特性に合わせて再構築できるスキル」などの５項目
に高い因子負荷量を示す因子であった。これらは，ジョ
ブコーチ的支援手法を用いた就労支援に関する知識・
スキルに関する内容である。この因子を「ジョブコー
チ的支援スキル（α＝.864）」と命名する。
　第３因子は，「生徒の適性を的確に把握できる能力」，
「生徒の実態を客観視できる能力」の２項目に高い因
子負荷量を示した。これは，生徒の状況や様子から生
徒の実態を把握する能力である。この因子を「実態把
握スキル（α＝.863）」と命名する。
　第４因子は，「生徒の職業評価検査として，行動観
察を行うスキル」「生徒の職業評価検査として，心理
検査を行うスキル」の２因子に高い因子負荷量を示し
た。これらの内容は，生徒の職業的能力の評価を行う
ための能力・スキルである。この因子を「職業能力評

価スキル（α＝.872）」と命名する。
（４） 進路指導担当教員に求められる能力・スキルと

研修経験の影響
　抽出された進路指導担当教員に求められる能力・ス
キルの４因子と回答者の研修経験の３分類を基に，対
応のある２要因分散分析を行った。結果，F（3,336）＝
128.55，p<0.01で「求める知識・スキル」による主効果
及び，研修経験による主効果（F（2）＝4.327，p<0.05）
が共に確認されたが，交互作用は確認されなかった。
　求められる知識・スキルは，「実態把握スキル」が
求められるスキルとして最も高い得点を示し，「関係
形成調整スキル」，「ジョブコーチ的支援スキル」，「職業
能力評価スキル」の順に有意差が確認された（Table 2）。
　研修経験条件による主効果では，JC 研修経験有群
が４つの因子に高い得点を示しており，JC 研修経験
有群と研修経験無群の間では有意差が確認された。し
かし，JC 研修経験有群と研修経験有群，研修経験有
群と研修経験無群の間では有意差は確認されなかった
（Table 2）。

Table 1　求められる知識・スキル　因子負荷量
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５．考　察

（１）進路指導担当教員に求められる４つの知識・スキル
　進路指導担当教員には，協働して支援を実施する関
係機関や保護者，校内の教員との「関係形成調整スキ
ル」，生徒の実習先における指導や現場実習に向けた
環境調整など「ジョブコーチ的支援スキル」，生徒の
適性や実態などを的確に捉える「実態把握スキル」，
生徒の職業能力評価に必要な「職業能力評価スキル」
の４つの知識・スキルが求められていることが明らか
になった。また，求められている知識・スキルとして
最も高い得点を示した因子は，「実態把握スキル」で
あり，次いで「関係形成調整スキル」，「ジョブコーチ
的支援」，「職業能力評価スキル」の順であった。
　「実態把握スキル」が最も高く求められている背景
には，生徒の能力や可能性を最大限に伸ばし，活かす
ためには，木村（2006）いう「障害」にとらわれ過ぎ
ない，適正な生徒の実態把握と評価が重要視されてい
ることが影響していると考えられる。つまり，生徒の
日常の様子から，生徒の主体性を高めるキャリア教育
の４つの能力が，どの程度育っているか，課題点はど
のような点であるか，どのような改善が必要なのかな
ど，生徒の実態を把握するスキルが重要視されている
と考えられる。
　一方で，生徒の職業的な能力や適性を判断するため
の「職業能力評価スキル」については，他の３つの求
められるスキルと比較して低く認識されていた。これ
は，「実態把握スキル」が生徒の社会的・職業的自立
のために必要なキャリア形成能力の評価という広義の
視点を含んでいるのに対し，「職業能力評価スキル」
はより職業人としての職務内容の適性を評価するとい
うより，狭義の視点を対象としていることに影響され
ていると考えられる。つまり，進路指導担当教員に求
められる生徒の能力や実態の評価スキルは，職業能力
の評価に限定した「職業能力評価スキル」よりも，生
徒のキャリア形成能力評価である「実態把握スキル」
のほうがより重要度が高いと考えられているといえる。
　「実態把握スキル」に次いで，高く求められている

知識・スキルは，「関係形成調整スキル」であった。
これは，特別支援学校の進路指導がネットワーク支援
を重視する「新たな進路指導」へ転換していることや，
進路指導担当教員の役割・業務に積極的な主導的調整
業務や保護者などへの広報・連絡業務，連携する支援
チームの仲介業務（知名，2008）など求められている
ことが影響していると考えられる。
　進路指導担当教員は，これまでの特別支援学校内の
教員や保護者だけでなく，専門領域の異なる関係機関
との連携が求められている。授業で用いられている
チームティーチング（以下，TTとする）は，特別支
援学校内という単一組織内における教員という１つの
職種間における連携であり，単機関・単職種連携である。
　一方，就労支援において求められている連携は，特
別支援学校と職業リハビリテーション機関や企業など
複数の関係機関間における連携であり，関わる専門職
も多職種にわたる，つまり多機関・多職種連携であ
る。多機関・多職種連携を効果的に行うためには，そ
れぞれの専門職の専門性を理解し，共通の目標を形成
し，ビジョンを共有することが求められる（菊地，
2004）。TTが同じ専門領域を有する同一職種におい
て行う単機関・単職種連携であることと比較すると，
多機関・多職種連携に求められる知識やスキルは格段
に高度な知識・スキルが求められると考えられる。つ
まり，主導的に多機関・多職種連携を行わなければな
らない進路指導担当教員に求められる知識・スキルに
は，連携を必要とする他者との「関係形成調整スキル」
が高く求められていると考えられる。
　進路指導担当教員には，生徒の実態評価や能力評価，
関係者との関係形成能力スキルの他に生徒の現場実習
時における「ジョブコーチ的支援スキル」が求められ
ていることが明らかになった。
　高等部に在籍する生徒が，校外の企業や事業所など
で現場実習を行うことは，生徒の職業観や就労観を具
体的に意識させるために有効であり，教員が生徒の現
状や課題点を確認するためにも重要な学習機会になっ
ている。また，実際に就職を目前とする生徒には，ど
れだけ職場環境に適応できるか，できる限り自立でき

Table 2　求められる知識・スキルと研修経験の影響の検証

（平均値，標準偏差）　*＝p<0.05  **＝p<0.01
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る支援環境を職場内でどのように構築するかという点
が重要になる。これらの現場実習先や就職予定先にお
いて，進路指導担当教員が生徒の効果的な支援手法や
環境設定の改善を提案することで，より効果的な就労
支援が実現すると考えられる。よって進路指導担当教
員には，こうした効果的な支援手法の提案や環境設定
の改善を提案できる「ジョブコーチ的支援スキル」が
求められているものと考えられる。
（２）求める知識・スキルと研修経験の関連
　進路指導担当教員に求める知識・スキルと回答した
教員の研修経験との関連は，これまでに JCに関する
研修を受講したことのある教員が，これまでに就労支
援に関する研修経験の無い教員と比較して，４つの求
められる知識・スキルにおいて高い得点を示している
ことが明らかになった。つまり，JC 研修経験のある
進路指導担当教員のほうが，進路指導担当教員に求め
られている知識・スキルに対する必要性をより高く認
識しているといえる。
　藤井（査読中）では，JC 研修経験のある教員が就
労支援に関する研修経験の無い教員よりも，就労支援
における連携の困難感が低いことが明らかになってい
る。職業リハビリテーション領域の JC研修を受講す
ることによって，獲得している知識・スキルの獲得状
況に違いが生じていることが考えられ，結果として，
求められる知識・スキルについても意識の違いが生じ
ていると考えられる。よって，JC 研修経験のある教
員のほうが，研修経験の無い教員よりも，求められる
知識・スキルについて高い必要性を感じていると考え
られる。

６．まとめと今後の課題

　本研究は，特別支援学校進路指導担当教員に求めら
れる専門性のうち表層的コンピテンシーである知識・
スキルを明らかにすることを目的とした。結果から，
４つの求められる知識・スキルが明らかになった。ま
た，これらの知識・スキルは，回答した進路指導担当
教員の研修経験によってその必要性に対する認識に差
が生じていることが明らかになった。しかし，回答者
自身のこれらの４つの知識・スキルの獲得状況に対す
る自己評価と，進路指導担当教員に求められると考え
る知識・スキルの関連を検証するには至っていない。
今後は，回答者の求められると考える知識・スキルと回
答者の自己評価との関連を検証することが必要である。
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